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本日はお忙しい中、株式会社オプトランの 2020 年 12 月期決算説明会にご参加いただき、

ありがとうございます。代表取締役社長の林為平でございます。 
2020 年は新型コロナウイルス感染拡大が長期化した影響で、当社にとって、厳しいビジネ

ス環境が続きました。その結果、2020 年度は前年度比で減収減益となりました。ただし、

2020 年度は新しい成膜技術を開発し、2021 年度以降でのスマートフォン・５G・IoT 等の

新たな展開のため、お客様の最終製品の高度化に備える研究開発活動を多面的に求められ

た年でした。弊社はこれに積極的に対応し、新型スパッタ装置・ALD 装置を始めとし、多

数の新型装置の開発を行い、本年以降の新たな受注拡大に備えることが出来ました。 
また、世界的な脱炭素社会・SDGs・ESG 投資基準等の社会の要請に対応し、弊社も環境・

社会に配慮した開発・生産活動を目指し、生産面では装置小型化・効率化を通じ、社会の

一員としての責任を果たして行くことを会社の重要な目標の一つとしております。 
2021 年度は新たな成膜技術の展開を弊社がリードして推進するため、実質的な技術開発費

は 42 億円と積極的な予算計上をしております。また新たな研究開発施設を国内に取得し、

さらに上海では、工場内敷地に研究開発施設として第三建物を建設竣工し、国内外でオプ

トラングループのグローバル研究開発体制を強化することといたします。これらにより、

技術開発を加速し、光学薄膜から周辺技術を取り入れた新たな開発ステージに着実に入り

始めた現状の開発活動のスピードを加速し、さらなる事業の拡大を目指したいと考えてお

ります。 
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さらに MA による新事業獲得も視野に入れ、取り組んでまいります。 
足元の受注状況は 3 か月前より好転している感じがいたします。弊社の取り組む各部門で、

新型装置へのお客様の旺盛な引き合いが徐々に増えてきております。新型コロナや米中摩

擦等、外的要因がありましたが、2021 年は前向きに世界的規模で活発な受注活動を行える

環境が、整いつつあると感じております。 
本日ご説明する 2020 年度決算は過去の事業結果としてお聞きいただいたうえで、2021 年

からの弊社の研究開発成果の発揮や生産効率および品質管理強化、さらに新たなマーケテ

ィング活動による受注拡大に、ご期待いただきたいと思います。 
以上、私からのご挨拶とさせていただきます。有難うございます。 
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取締役専務執行役員管理部長の高橋俊典です。それでは資料に基づきまして、2020 年 12
月期の決算について説明します。 
まず決算ハイライトです。2020 年の決算ですが、事業環境としては新たな成膜技術開発に

対する様々な潜在ニーズに対応する年でした。 
その成果も徐々に出てきています。足元の市場は、スマートフォンは高級品の需要が力強

さを欠き、当社受注はそれほど盛り上がりませんでしたが、他種の新型成膜装置の開発が

進展したということは大きな成果でした。 
業績予想との対比では、増収減益でした。 
それから前年対比は、減収減益でした。その理由は、北米スマートフォンメーカーは受注

期であり、売上高は第 4 四半期にありましたが、1～3 四半期はなく、それによりスパッタ

装置の減収となったためです。 
とりわけ説明したいのは、円とドル安元高で、これが売上原価に非常に大きく反映しまし

た。右側に為替の推移を載せております。１番上の円と元では元が年間で 6%ぐらい上がっ

ています。2 番目が円と米ドルですが、円が米ドル対比で、年間で 10%ぐらい上がってい

ます。一番下が元と米ドルで、元が年間で 8%ぐらい上がっています。すなわち、当社のよ

うに主に中国で生産しますと元で部品を調達して、特に北米向けに関しては販売はドルと

なります。元で調達、ドルで収入では、この元高が非常に大きくマイナスに作用していま
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す。これが前年対比、それから第 3 四半期、第 4 四半期対比で大きく原価率が上がってマ

イナスになったという、大きな要因になっています。 
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３ページでは分野別売上高、地域別売上高です。売上高は前年比で減りましたが、分野的

には伸びたのが IoT、LED です。IoT は医療とか車載、生体認証、AR/VR、光通信が、伸

びています。他方でスマートフォンとカメラレンズが比率を下げましたが、これは 2021 年

度以降に期待ということになっています。 
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4 ページは、売上高、営業利益です。四半期ごとで申し上げますと、第 4 四半期の売上は第

3 四半期比、＋59%でした。売上は 5 割がスパッタ、4 割が蒸着で、第 4 四半期には北米の

スマートフォンメーカーの売上もありました。 
第 4 四半期の営業利益は、第 3 四半期比、＋62%。第 4 四半期は特に受注売上高の積み上

げに注力し、その成果が相当出た感じです。特記すべきは、第４四半期の新型装置の売上

高です。この 60%近くがスマートフォン用、LED 用でした。 
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5 ページは、受注高です。まず年間では前年対比で△20.7%でした。 
第 4 四半期は新型装置の受注高も、受注の全体の 30%以上になっており、すでに新型装置

が当社の受注売上の重要な部分になってきているということが言えます。 
また、スマートフォン・ミニ LED 用の ALD 装置の受注が複数台ありました。これは 2021
年度に引き続きこの勢いが増すと思います。 
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６ページは、四半期業績比較・利益率です。第 4 四半期の売上総利益率 37.8%、営業利益

率が 24.0%と高水準を維持しております。売上原価率は＋1.5%になりました。この要因は、

円とドルが安い、元が高いということで、元で部品調達している部分が原価率アップにつ

ながったこと。他方でスパッタ装置の売上高は、第 3 四半期、第 4 四半期で比べると、第 4
四半期には北米スマートフォンメーカーからの売上計上やその他中国メーカー向けにスパ

ッタ装置の売上計上もありましたが、為替の影響がそれに勝ったということで原価率が上

がりました。 
グループ全体では販管費のコントロールを行いましたので、販管費率が 1.8%下がりまして、

営業利益率は良好な比率を確保しました。 
なお売上原価については、引き続き下げるように部品業者との交渉、組み立ての工夫とい

うことで原価率を下げる努力をしています。 
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7 ページでは、連結貸借対照表です。現金・預金は 42 億円の減で、主な要因は配当金の支

払いです。前受金が 50 億円の減で、これは売上計上のため減少しました。その結果、純資

産は 47 億円の増加ということになっております。 
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8 ページでは、キャッシュフローの状況です。2020 年 12 月期は、最終的には期末残高が

227 億円ということで、△42 億円となりました。 
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9 ページは、2021 年 12 月期業績予想です。2021 年は、新たな光学薄膜と、ALD その他の

新成膜技術の研究開発の成果が結実し、受注や売上にかなり力強く貢献し始めているとい

うことで、期待感を持っております。 
とりわけ受注に関しては、現在、販売されている北米スマーフォンメーカーのスマートフ

ォンはかなり人気があり、追加受注の可能性はあります。ALD 装置関係も広角レンズ、ミ

ニ LED 関係の受注も実際に取れており、2021 年度にかなり力強く発注が出てくるものと

思っています。 
それから監視カメラも、昨年はかなり厳しい状況でしたが、需要回復の兆しがあります。

それ以外に、IoT とか LED に関しても復調の兆しが出てきております。 
そういったことで、2021 年度の売上高は 381 億円の増加、それから純利益は 70 億円で、

これも増加という計画を立てております。なお実質研究開発費は 42 億円。そのうち 11 億

円は原価振替ですけれども、当社設立以来最大の研究開発費を計上いたしまして、研究開

発を加速していくという業績予想にしております。 
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次のページは株主還元です。2021 年は配当予想 50 円ということで、2020 年と同額にして

おります。配当性向は 30.7%です。 
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11 ページは、新型コロナに対する対応ですが、幸いなことに、現在までオプトラングルー

プ全体で感染者はゼロです。基本方針といたしまして、社員、家族、それから全てのステ

ークホルダーの皆さまの安全と健康を最優先ということで、徹底して感染予防対策を取っ

ております。対応として、現在池袋本社は在宅勤務をしておりますし、上海も今春節に入

りましたけれども、帰省を極力控えるというようなことを徹底をしております。台湾も同

様の対策を取っております。こういったことで、引き続きグループから 1 人も感染者を出

さないということで対策を徹底したいと思っております。 
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最後は、事業戦略です。新光学薄膜、これは従来のスパッタ装置、蒸着装置の新しい光学

薄膜の技術、それから ALD 装置をはじめとする新成膜技術を結実させて、受注売上を 2021
年度で実現し、業界有力メーカーとして、高級成膜技術の応用分野拡大を切り拓いていく

年にしたいと思っています。 
とりわけ高機能スマートフォン、自動車、5G、IoT、LED 向けの新成膜技術は非常に裾野

が広がっています。これ向けのスパッタ装置、蒸着装置、それから ALD 装置等の新型装置

の技術開発が新たなステージに入ってきました。 
それに対して、日本国内では、新たな研究開発施設の取得を目指します。それから上海の

敷地内での研究開発用第三建物の竣工で、グループ全体の研究開発機能を飛躍的にアップ

して、2021 年の研究開発費予算と相まって、技術開発を加速して、製品を新たに市場に供

給していく体制を強化していきたいと思っています。 
さらに、M&A 投資も、2021 年はぜひとも結実させて、新しい技術の装置の開発につなげ

たいと思っています。 
最後に、ESG、SDGs 等の社会的要請が強くなってきております。当社も信頼できる企業

として、装置小型化、効率化、情報開示の積極的な推進、IR 広報機能の強化を目指してい

きたいと思っています。 
以上、2020 年度決算について概要を説明しました。ありがとうございました。 
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以上 


